
内裏酉外郭

を酉す築制E

2 遺構各説

A 商 ・中 ・東各区を分ける遺構付内裂北面築地回出ほかの遺構

SA817l【PLAN7) 

内裂外郭の酉を画する聾地である。この2築地の~態は. 本調査によっては知ることができな
1) 

か勺たが!その挫のID.l査〈第91次調査)によってl抵の地域でイf在を縮!l!しており，歌姫街道の ・

下を北まで続いているものと考えられる。

SA505 (PLAN 3.9.10， PL.5-2，6，7-1'2)付 SX517-519

酉函錨地 問査地域の西寄り (6AAC区P.Q'R地区〉にあり， rj=>l:!の西を限って西区と区分する南北

西面S露地
爾の略援

車地(以ド，話回築地とよぷ)である。 ζの築地は，前端で班におれ，桂述する南面部地 SA488

に接続しており j 北端部は調査地犠外にある北国策地の位世を桂述のように想定すると，南 ・ $ 

北両築地の距離はがlJ73m(245尺)となる。草地本体の正直上には，部分的に若干の柱穴をみい

だしたが.W柱穴として確実なものはなb、。築地南端部約 15mの附lでは，車地本体の基底〈制

2.2m)西側に i段下って (O.2m)，犬走りとみられる平坦面{鮒0.3-0・m)があり，その酉に
接して溝 80536(幅O.8m，深さO.3m)がある。拒地の東個には， これに対応する平坦面はな

(.すぐ南部冊(緬O.6m，深さO.2m)となっている。 ・

四面撞地SA505には 3カ所に附揺を置けている。 SX517(PLAN 3)は，このうち最も南

町暗挺であって，西而臨地 ・南面接地の入隅から商に白けている。なお。この暗摂の位置は，

佳通すQI"JSB489町北雨帯構の西延長線上にあたってし、る。木樋などの施設はのこっていない

が!それを埋めるための掘形(上描t;JO.6m，深さO.2m)がみとめられた。

函面111地 SX5J8 (I'LAN 9， I'L. 8ーけは，西面揮地 SA505に世けた 3カ所の附却のフち! 中央に位車
中失暗損

位するものであって，SX517の北約21mの位置にあ。。続出〈航O.Gm，tI!さO.4m)のなかに，

木国が出めてあ。。木樋は， ヒノ 1の丸木材wさ2.75m，fe.O相，)を半拙したものを， 断面
U状にくりぬいて造っている。木栖酋端部の庇而は!京端部のそれより的gcm低b、。なお，

この木回の両端近< (端からf.'W.4m)には，それぞれ問削上端耐の内側に接して切り欠きをつ

'̂ 
〈る。益置をのせる峰。、ずれも現存しない〕をフけるためのものであろうロ

函函篠旭 SX519 (PLAN 10， PL.8-ー1)は， SA505に設けた 3つの暗E曜のなかで位も北にあり， SX518 
jtの暗援

Fig. 11 回中東区を分ける遺構内袈北高j~拠地図臨

J) rij縦 1975Jp. 16. 
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の北約27mの位置にあ答。附!ll施設を うめるための掘形 〈絹0.5m，深さ0.4m)をのζすのみで

ある。 この附犯の束延長1:に出 (SD534)がある。

8A4.国 (PLAN3九 6，1'L. 3，7，15-1'2， 17-1，21-3，22，23-1)付811910• SX577 

調査地成の中央南部 (6AAU区G.1 . N. R地区)にあり，中区のitiを限る京国築地 〈以下， 南箇績土色

掌 itillri築地とよぷ〉である。西端で回面車地5A505，班端で舷泌荒田範地にそれぞれ控抗してお

り，阿聾j也口lの距離はU 々的175mとなる。この南町I接地町西部では，後述するよフに 2つ

の[I'J(S B4ß~ ・ SB575) の存在を /ìltijtg し てい る 。

SA488町西端剖， すなわち市陸古墳の同穫の外に位催す。部分てーは 地山を削り出して造

った揮地本体の基底〈制約1.6m)を検出した。都桂穴はみいだtぎなかった。ι、っぽう，SA4田

専 の中火部 東.iffl，つまり， i[i雄古墳の周識を組める盟地土の部分ではI 築地内叫跡はのこって

いなかった。しかし，築地班端から西35-6001付近では，車地中軸組定線を対(Ij;軸とする南北

両側に谷柱穴とみられる住日列を2列みいだした。住日〈径25-45cm，i?r-さ12-♀2cm)は!京商

2個ずつ接した状坦で，7山J;:'i(件周平均2.9m)以上つら〈まっても、。。 北列 ・1H刊の柱λ 〈住問

l.8m)は，ほほ対応Lている。 市面軍地の酉半〈商繍から約70m付近まで)では，築地基Eの陶

牟北両側に雨落叩I(何O.I-0.6m，採さ0.1.......0.301)がのこっており ，J:.Uj['("は府側のみに雨器時が

のζ っていた。 ζ 町出劇部ilV~ を 5D9iOとよんでいる o 5X577 (I'LAN 4， PL. 15-3)は築地 瓦組み噌農

5A488に設けた附盟である。丸瓦を組み介せて，底と査を作っている。

80489 (PLAN 3， rL. 7) 日10次調査

自而型地SA488上に南にひらく門であ。。築地の西端近〈にあり，西国築地 5A505の草地 繭面簸地付
民の西舘門

'" .(.>から門の中心まで4.5mである。地山を削って追った甚喧町並庇〈東西約5.7m，南北約3.6m)

がIil跡的にのこっており，法Jj:lの班辺には，5A488の11<低がとりついている。錬門とみられ，

盟地中軸幌上にのって柱穴が点西にz酬ならんでいる〈住聞がβ 0111)0位穴は不整形で，向も、あ

った内側が浅く(深さ0.2m)，外側が開<CO.4m)生勺ている。 外側の深い位世に礎石をおい

て住をた て!内側の桂い部分には，F.官自般公どのyji蛙世があったとみる乙とができよフ。

... I"Jの南北両側には，玉石で聾いた雨時摘があり， 門の柱穴は，両時(間耐3.9m)の中央に位

置する。同~W';:T障 は! 門。'，，，/)]の張り出しにと もない} 提j也 SA1同町市 ・ 北町 1 ~4落滑か らそれ

ぞれ南と北とに突出(的O.6m)した位むにある。 I別措(制不明，深さ0.2m)には，庇にF<fに放

いた玉石 (0.4xO.3m前後〉がよく盟っており，ほほ原状(全長5.5m)をJとどめていた。側石は

北岸田端にl倒だけのこってお り，他は石の並取り叫跡をみるのみであった。 潟の南は!現状

事では底面からつづいて平坦になっており，品会はのこっていなb、。北描(紺 0.8111，採さ築地基担

検出面から0い吋の庄には市開の玉石よりやや小ぷりの玉石を12醐つらねたものが 3mの範囲

にのこっていに。庇由は凶にむかつ亡叫し、。側石は，北岸に3al銭存するのみであった。な

お，北講の底幽は刷講のそれより lOcm j'.:;j~ 、。

SB515 (PLAN 4. PL. 3ーし J;;-].2.4) 節目次~\'l 白沢

本 描地δA4田上に甫に開〈似!I'リで あ る。線門 Sß489 のl1L ちょヲど 1 00尺 (2~.5m)の位置に 商函築地の
第2の鎗門

ある。 柱間寸法 (3.0m) • 1M慌・野式1 両部講の帯状. ともに SH489のそれと同 とみられ

る。南摘には底石15闘が現有しており，底面fHJiにむかつてややc，¥、臨斜をもってい3，側石
はすへて うしなわれている。聞が平包で出をのこしていないことは，SB489の悶融と同様であ
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る。いっ，?フ北冊(鮪O.6m，深さO.5m)には， 底石が約半世 (II鋼)のこっていたが，底閣の

傾斜の有無はわからなb、。 冊石は南北両側に i倒ずつのζっており， 本来の南町担臨〈紺

25cm， (;裂さ15cm)がわかった。 側石の草取り出跡はよくのこっていた。北滑のl正面は瑚柑底

而より25cm高<. 58489の北溝底面より 10cm高b、。なお北講北側の高まり(東西3m.市北

O.7m)のバラス批きは旧地理面とみられる。

推定東面築地付8D田1(PLAN6.17) 

判酔

東面接地 造問の上では確盟ずるにいたっていないが中巨草学部*端近(.桂であげる SA838の柱穴

列の困8m1Iij桂のところに，荒田築地があった可能性を考えている。桂述するよヲに，時SD

2093は南而築地の北に曲って龍れたのち，陪iI!となって築地の下を南慌し，ふたたび東にまが

っている。東面築地はこの附出のす〈直にあり.1M)はj村岡京国岡築地内入聞の位置にあっ 愈

たと想定するのである。築地想定位鑑酋狩りの南北小冊50831(倹'"都分14.sm，相Q.5m，深さ

O . 03m ) は ， 築地刑事i~fの痕跡か? その存在位置に時曹されて桂に設けた滞かも!ll/tなむ 、。

中区の北を推定北面111地付8A彪~O (PLAN 16) 
面する籍地

内爽北外郭の北を眠る築地，切なわち北噸築地は，調査地棋にit接する道路の下に存在す苔も

のを考えている。いま仮引ム北而築地と内側北寄りの主要雄物 (5B54O)との空きを，前面築$

地とその内側南寄りに建つ主要建物(Ss鈎J)との聞きと等L(約 9m (鈎尺〉左考えてお〈。北

回築地の位催をこう与えると佳述する尚北塀SA630の柱刊のうち，現在，調査地拙北地に検出

した柱穴からもうIrJJ分北に築地がくることになる。なお，開95-6次開査においては，築地の

名残りともみられ各賞色粘置土の高まり (O.2S-0.3m)を曲山した (SA田叩〕が，北面築地そ

のものではないと考えている。中区東半ffll・西半部の北端には， SA8220の酉短長部分は存在し事

ない。しかし， お仙、東西部がH<連制しており，これが築地の存在とかかわる可能性はある。
SA838 (PLAN 17 . 18)付80822

東区の冨を 6AAB区と 6AAOtKとの境界位れにある南北揮j也であ否。道路下にあるため，尭掘調査し
画する築地

内複東外部
を画す築地

ておらず，盟臨の詳細はわからなb、。しかしガス菅工事の際などの観鍛によって揖地基底がの

こっていることを磁認しており， これに関連するとみられる住穴列臼何分 6.3m)を輸出して'

いる。また， この柱穴列の闘には，市北につづ〈小潟5])822(検出叩分21.5m，制O.6m，t裂さ

7-l4cm)があって，築地にともなう回南港訴の可能性もある。 この聾地は，内夜来外測の凶

而築地の北延長線上にあり l 迫路以斑のプロッグの西を画する草地と考えている。

8A7回 (I'LAN18， PL. 28-2，3， 31-2. 3)付SX7G6 節目次調査班

内裏外調車両軍J1!!，すなわち内耳外引の班を限否南北描地を，調査地域のJI!端 (6AAB[[U ... 

地区〉で倹出した。 乙の型地は調査地域外にさらに続いており， 南jI[長部分は.6AAC区N

地区 (仰l悶 dl， 同区。I地区畑次調dl，6AAD区G地区明初出問d 同区 H'1地
区〈柿沼附EL仙川区M 'N地区(畑町同左〉。同区K'N地区(節目次調41で
それぞれ確認してい6。陶端部は GAAEI.:K地区にあり，大極世田凪の東南隅〈第1次d〉
から東へのびる築地 (SAl田〉と躍の手になって接続している。も、っぽう北端部は未確認であ場

幻 『年報 1965Jp. 35-37. 6) r年報 1971Jp. 30-310 
3) r年報 1967Jp. 40-42. 7) r年線 1970Jp.34. 
4) r年制 1971Jp. 30別。 8) r平紋宮跡 伝飛鳥仮言受宮跡発姻:司務報告Je路島図
的 『年報 1967Jp. 37-38. 立文化財研究所 王子報徳10l1li.1960~) p. 1-16ら
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るが!間査地域北端に接す否逝路町位置で北面軍地に控続すると考える。こ うLて内喪外郭を

か乙む部地は， }l!商船2田m，市北約380mにたつするとみられる。

今回の調査で倹出した築地Ŝ705臼οm分〉町東醐は一段さらに低<(約1m)水闘になっτb、

る。草地の車線はこの水出造成の際にE車線をこフむっており，また，Sfi地の凶緑も 1 桂!止の榊

・のためζわされていた。型地の痕跡として確認できたのは，聖地土を鋸りさげて (0.5m)，粘 築地の自民跡

土を積み重ねた基礎地固めのみであって，上部は削平されていた。しかし，草地寄柱穴(1.，0.5

m，深さ 0.3m)が2列〈桁付申:1lf日平均約3m，*四位間約2.7m)にならんでみいださ札たので，築

地基底の幅(約3m)が推定でき，草地の中軸線をきめることができた。 ζれによるIc，革路地

問めは中心線の函fJ3 mにまでおよんでおり，犬走りの部分をふ〈んでいたことがわかるol高

等地にともなう雨時潟はみいださなかった。錨地の固に恒う南北柑は時期の下るものである。

SX706 (PLAN 18， PL. 31-2' 3)は，描地SA705町下部に設けた瓦組みの陥提である。平瓦包み崎譲

瓦11仕乞凹而を上に Lてつらねて匝とし，その上に，:ll瓦15闘を凸聞を上にして杭せ，王桂

でつないてーいる。底面はJl!にむかつて怯〈なる。

SCG60 (PLAN. 2--6， PL. 2--の付 80制1

* m 2次内耳の北而築地凶聞である。今回は，調査地域のm備で，北側杵月以」じを松山した。 内事北面

築地回廊は，中央線通りを揖地としたー輔の匝廊である。躍灰岩の切石で低い甚壇〈筒さ0.2

m)を外苦し，柱は礎石町上に立つ。今Mの訓査地棋では，礎石そのものは掛っておらず』方市

町掴[j(方1.2m)の中の周辺に桜石(去をさO.2m前後)を蛾ぺたが;出をみいだした (PL 今一2・，)。

SC060tt， 1:Hl制臼m (620.尺)， 47附であっτ，畏行の柱刷、nUi7.74m(26.尺)である0

・桁行の柱l凶寸法は，中央の4311刷、3.934rn (40/3尺)等1111と/ぶっており，同端の各 21白jは車・回

両印築地同闘の柱列に合せ，その梁行柱1i¥J寸法7.74mを2つ割りにした (3.s7m，間尺〉とJ推定

す答。車曲築地回廊でみ苔と，棟泊りの聾地基嵯幅は約1.8mあり，酔り合ヲ 2本の令官'柱の外

法寸法が乙の数他に一致し， 予~柱の桁行方向の柱訓ば。側柱筋のそれとそろっている 。

SC060の基岨の北に接して雨落部があり，基壇の澗を部内縁の側としている。 Eには民力野

築旭国 .. 

築地図廊

・の石臼をさO.5m，tlJO.3-0.4m， 1'f. ~O.075m ) を般世しに宣伝べてい否。内〈掠盤側) ・外のt明石に 北爾落溝

は見方出白石を紋j王にムL亡て悼勺ており，その下而は， 1主布十而よりやや低い (0.05m前後〉位

置にあ否。内側の側石〈長さ0.7m，恥10.2m，，~jさ O. 3m) の上曲は ，rr，底面より 22佃ほど!~S~ 、。

この011石の上回1の時酬は一段低<(Jcm)つ〈り，目前日ミさ 0.7m，制O.2m，"訴さO.lm)をのせ

る。拠地同出の北側主主心からよる右外端までの雌艇は， *'.I1.8mである。外側の側石〈長さO.8m，

率制O.2m，厚さO.2m)円七山は，耐の庇幽よりO.lmほど仙い。

" SD941 (PLAN. 5， PL ←-l)は北而草地ll.!J廊の小ょたの問の耳l掛りの問 O./iW15--16H凶)を l

やや問に握れて1(1秘する耐 OJ，J.J>l:4.5m，制I.Om，r認さO岨m)でめる。側石などを失ってはいた

がj 機灰岩切石を世きつめた庄石は保存が良も、。

>0' 木制査地晴十こ間接すo内真部分の発目1(弘IWi次絢l'i')によっ亡 1 この怖のi付延長部分を植山し

e ており，上水を斑した施設を考えている。水量販は井戸 SE2128かも知れなb、。しかし，冊町北

延長部分が遺何時としては，まった〈暁ってい信いのでj 明言できなし、。

9) 東凶柱列の架から15需円の住金東節目地主，凶から3番目の柱を函館3住$とよぷ.
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Fig. 12 内E県北闘築地回廊のオヒ雨落椛

SA486 (PLAN 3-6， l'L. 2-も[5--1， 21-3， 22， 23-1) 

内車内郭北町描j他国廊 SC060と内?!l北外事IIH1凶蝿地 5A488との間に走る東凶方向の出であ
築地図廊に
沿う東西甥 るoSC060の棟通りの北8.5m， SA488の下旬6.8mの位低にある。 この場の凶拙の柱穴は酋而描

箆地図廊に

地回廊の棟通り，すなわちSC06吋t雨時描の西端から東約5mの止ころにあり，ここから車仁

のびて 6AAO巨G地区東摘にちかb、位置まで53U肘，)(全長[56.3m，柱間寸法平絢2.95m=IO尺) . 

を検出している。この携の全日は的177m(叙澗〉と拙足している。柱穴は大き((陶北2m，東南

J.5m，深さO.4m)，不盤Jl!のものも多L、。柱担をのこすものはなしまた，柱副跡をとどめる

ものもなし、。位穴が不監形なのは，柱の掘形と位の蛇JfJ(穴があわさった状況で曲出されたため

であろう。柱穴に躍灰岩がおちιんでいるものがあった。 この塀の柱1百14I:JJ分の寸法がSC060

の3問分の寸法(J1.82m)と一致し，各41UJUと作3/1司自の柱通りがそろうことから!かつて a 

は，この両者が同時に存在L，楕控に関連するものと解釈した。しかしその挫の成県をあわせ

考え，現在では， 5A486がSC060仁先行したとみられi5にいたっている。 rなわち餌78次北調
12) 

査で内型車両2在地回醐 SC156の下から南北につらなる柱穴列 (SA6905)を検出した。 ζの柱穴

列の通りは SC156の棟通りと一致している。 また出73次調査等によってj 内高岡町揮地回出

'" (SC640)の由下で車両位穴列 SA7592北17mの位置で.lI!l!!i柱穴列 5A655が検出された。SA486 事

はこれらの柱穴列 5A6905• 5A7592. SA655とともに内裂の築地四郎が建設されるliiiに有在

先行の纏殴 Lており，東西・ l対北ともに拍177mの範聞を区画する施設〈桝〉であったと考えられる oSC060 

の造営は， SA4S6を取りこわした後でゐろう。それにもかかわらず両者の柱割が留接に凶連

している理由は，南北中軸線が同一ーであったか，進苗の尺庄が同じであったからと説明でき

る。なお5A486の中央にあたる位111こ住穴が倹出されず， 住聞がまj6mとなっているのは.

乙こに門などの施設があったからであろう。

10) r年報 1967Jp. 38.39， 
11) r年報 1963Jp. 6. 
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B 西区の逃構 (PL.8-11， 3. PLAN. 2，35， 8-10.) 

西区は，内裏外郭函面草地 SA8171~築地 SA505との問を占める地峨であって ， 6AssIKの

A・8・C地区，6̂1¥0区Q地区，同R地区西部にあたる。困巨で倹山した主な過構は，建物

6 ・ 暗躍 1 ・ 官官 7 であってj 中 ・ JIミ区に〈らべてjl'W~はすくなも、。
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• S8497 (PLAN 2， I'L チー2. 3， 3シ-3) ffilO次調布で検11¥(以下，Zl110次符と附す〉

西阪の西南隅近((C地区南半〉にある 5nu以上臼問分で11田叫 x1 ?-'ト争~
川iJ(4. 7川の南北側建物であり，附りには葺伽、ない。また，1H2!1捌 L _-_ _ 1 
l'i'地域の外にあるため未硝i認である。柱問寸法は，桁行 乙 3Gm ( a 尺)~na ・ 旅行4. 12m (16尺〕

であ。。掴立柱の捌形(方1.2m.探さO.4m)は大さむ、。置直IJl師により刑北拙(SO弱8)，斜め

・ 1時(5D弱めより新ししす 〈北にある亜物 (5849的， およびその市にある買阿漕 (50487)よ

り古いことがわかる。なお，こ円建物の東北付近一帯には，風化した凝灰岩が肱花していた。

S8498 (PLAN 2， PL. 1か寸， 11-4) 第10次第11次内

丙区の西南陥近 <(CJ也日t'f.-Bl抱区南端〉にある 51品1(J2.0m) )( Z fm 'j"""'O】~ベト4一一?

… (4.8m)町南北線姐物であるロ位問寸法は，桁行・罪行ともに， Z.4m(8尺) I 

・等聞である。掘立桂の姻1ft!.!， 方O.7~1.0m ， 深さ O.4--0. 7mである。 S ß498 は瞳使関係から

SB497より新しいことが判明した。なお， Ss498の東と閣とには，約1.5mへだてて雨蕗講の

抗跡とみられる小溝S0499(細O.5m，深さO.3-0.5m)が逆J.形につらなってb、る。西約 1m町

南北楊 (5D崎町は SB497より古く SB498とは無関部である。

SD印503(I'LAK. 2， PL. 3シー3) 第10汰

・ 西区の南端近< (6ABB区C地区〉に，東北から問問にかけて斜めに班れる禍(倹山部分35m，

相1m出¥，cf!さl-J.8m)があ答。古墳同誌を作る際に排水用に斤1，、た出とみられ吾(p.50診照〉。

11) 模式14の担-¥;. ・位以をとどめる{札杉 ⑨本M皮跡をとどめるjljiJfJ 0釧政怜w形
.鎚れ口健訂後lf)(!~跡 仙定 Aは北をしめず
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SB招O付SX521(PLAN 8， PL. 5-2， 8-3) 第10次第11次商

SB5却は，西区の東半 (6A/¥0区Q地区南半 6AB8区A地区班耐隅

B地区東北関〕にある東西棟珪物であって.SX521はその内部にあ

る付陵情造物である。 SB520は 6間 (l7.1m)x31m (9.0rn)で東

・耐の2聞に刷がつく。身合の柱問寸法は，桁行・梁行ともに2.7m

一に土コ

(9尺〕待問である。剛の:11は軍・南各3.6m(12尺〉である。柱の大(::Ijlm，~さO.7m ) のヲ

ち丙聖位111北ffi2柱穴は検出できなかった。なお附l住の御形10畑のうち7耐が小さb、(ffO.2m)

のは，あるいは，位痕跡のみを検出したのかも知れなb、。 $B520の!<告の各位穴には，礎石町

線石が残っており j この建物が礎石町上に立っていたことがわかる。しかし，組石のさらに下

本

にはI 制立位の掴J[jの存在が敵認されl このうちには，柱艇の践存しているもの(身合尚柱列商事

館2柱〉があった (Fig.14)0当初，拙立柱盟物としてっく り，のちに磁石辿物に世築して，耐

周年毘を長くしたのであろフ。なおj 減lの柱は掘立柱のままであるから，あるいは身合に礎石

を挿入する改造の障に，刷を新しくつけ加えま前策した可能性が与えbれる。付殻構造物 SX521

は.SB520の身舎向。練通り北側の東寄りにあり，車両 51日;J(6. 75m) x雨北 1間(I，5m)の担

担をもっ。なお.58520町西北隅に柱穴3個が車凶にならんでおり(2間分で2.7m)，これも乙牟

の建物にともなう構造物らしも、。

。 ，.

Fig. 14 1屈立住建物を縫石lI!4~にlI!てかえた跡をとどめる柱穴

SD田6(PLAN. 2 .3. 8-10， PL. 5.6) 第10次

西区の北端近〈を，西北西から東南東にむかつて斜行し， さらに耐に折れて掠れる構〈制【

m， !事さ O.2m)である。胴行部分(検出部分4llm)は，西区西北隅近く (6Ass区A地区北地〉に蛤

まっており，上置はさらに尭扱調査地域外にのびてb唱。この間が市析する位鑑は，西両築地-

SA505のすぐ西であって，祭地にそって市流し (53m)，祭地iY1端のi;'-置で東西1再SD487に

そそいでいる。南端部分は，西而築地に付属する中央の附m(SX518)の 1:1二世なっており，
情のブJが新しむ、。 505361こは掛行部分があり，直行(;旬河口部骨は，揖3也の雨青写栴の位鑑近(，こ

新し〈つくったものであって，この2点は，中医車l'部の間SD487=890と共通している。

SA臼4(I'LAN 2， PL与一2)

西区の西iH間近く (6ABB区C地区)，にある市北3r:u (6.6m)の線である。 i問形は小さく(径

O.3m)，付附1寸法は不憎いである(1.8-2.4m)o

SB545 (I'LAN 2， PL. 9-2'3) 

日の西山 ((6ABB区C地叫 建物問のす〈凶側にある，3間C7.50m)xロ記
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l問 (2.25m)の南北田小量s物ごある。桁行中央の佐川寸 怯は 3.0mと広<.桁行両端の聞と

梁行の聞は，ともに2.25mである。掴:V:f干の制形は小さく出い(f1:0.4rn，i際さ0.2m)o

S8話。 (PLAN7， PL. 10-3， 11-2) 第10次内

丙匡の小央西端近く (B地ズ丙市)にある 3間(7.2m)x 311¥J (6.3m)町東西棟ll!

・物であって，能柱，すなわち位筋にはすべて柱穴 (f~o.4m， iでさ0.2111)がある。

ね間司法はl 桁行2.4m (s尺)等1m・梁行2.1m(7尺〉等間である。
回

Ss出5(刊_AN7， j'L. 10-3， 11-1) ;niO以内

西区の西端近 ((A地区南半- ß地 玄 J~半〉にある 9 11:J

(26. 55m) x 2間(5.32m)の南北線路石建物で!身舎内 。ロ ロロロロロロ

ー‘
. <総柱であ否。柱削寸法はや行行 2.95:n(iO尺〕等間

然行 2.66m(9尺)等間である。 礎石はすへてうしなわれているが，柱穴には担石をのこすも

のがある。両側柱北部4柱穴のそれはことに陀存状況かiリfであって，径 1mの範囲内に十数

個の右右(問符2(j(;m jÌij後〉を配 してし、た。斑石すえつけのl~形は，後の削τrで産形をこうむって

いるが，不監円静か方形りjO.7~ 1. 3m ， 泌さ O.15m) である。なお， 511550と5B555とは，能柱

事という '.'1で共通し，日床の倉庫〈絞企か仮合)めような盟物と推定できる。

SIJ5曲 (I'LAN7， PI.. 13) 第10次第11次丙

西区の田端近< (6Ass区A.B.C地区〉を，北からmに班れ1.1前(帆O.5-1m，採さO.2m)で
t?る。北端部はJE折して斜瀧 (S0536)にまじわq ている。 m端部は，1It物 SB497の柱制Jft，
および世世の土織によってこわされているが，東西f再(S0487)にそそいI.:'nf(;髭刊もゐる。 本

・米， S I).187 ・ S I)536と I"'J"~別に存布 したも のと考えられる。

SIl5曲 【PLAN7， 1'L. 13) 第11次丙

問阪の刊端近< (GA lJlJ区 A地区〕にあり，前述の S0568 の凶仰を耐流する ft'l~ (~i O. 7m，深さ

O.2m)である。 北端で}.I!t1rするが，その先は挽くなって消滅している。m制は未調査地域にの
びているが，r"j地域をへだてたm側に斜方向の小消があってS口568に介流している。 この小部
・に続〈かも知lれなL、
SA570 (i'LAN 7， PL. 11-3) 仰11次四

四区の西端 (A地区内端〉にある南北町柱穴列(験IH全民間 65m)て'あって，醐査地駿円では，

8価の倒立住町鋪!形 (1jO.9m，深さO.5m)を検出した。桂川寸法は 3.0m(10尺〉である。南 ・

北両み向と心に未調査地織につづく可能性がある。まι 西町未調査地縁に，ζの南北柱列に

事対応する柱穴が存在するとすれば，その市化棟建物の東側柱刈になる。ただし，函の禾調査地

厳には，この牲穴刊のすく固に接して，向車外刊の西国型地 (SA8171)が位置することが想定

されoので，これを建物と考えた場合，両者の同時共存はありえなb、。そこで匝りに塀と考え

てお〈。

81)572 (PLAN 7) 第11次問

・ 同区困地を北から[何へ航れる水路(恥2~Sm ， I'tさ2m)である。市陪山噴の阿波の西岸にm匝
してい各ため，多少みだれている部分がある。この時はl 推定部 1次1N1堂EK-内誕地区と筋2

次別立院 ・内拠地区との中間を通る以幹水路であって!延長部分は聞の各il'H'11ま(節目 41.87 

次肉<0てeイ{tt::を硝122しており， SD3715とよんでいる。
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C 中区西半部の巡構 (PLAN. 2~4 ， a~13 . PL ト払 12~ 1 6)

内裏jt外郭中区は，凶辺をそれぞれ酋而築地5A505・甫而築地5A488・南北型地5A838・想

定北面築地によって隈る地域である。中区は，'1巧た西寄りにある南北塀5A63Cによって 2部分

にわけられるので!それぞれを西半田 ・東半部とよびわけ!まず固とi全部の迫椛から記述ヲる。

'1'区西半部は，6AAQ区L'M 'N .Q.P地区と R地区班部とに相当する。この地域で検*

出Lた主な遺構は，姐物17・野10 描6である。

sH05 
p ， 

¥ 
~ 

〔
川
団 也~l

一一SH50~ 

S.'¥488 

Fig.15 巾医i"i半部のまな温情

凶ヘ586
N 

S1l1訪日 一

SB501 (PLAN 3， PL. 5-3， 6， 7-ー1，8ー1)第10吹

中区西学部の西市隅近<(R地ぎ東向)にある 7同 (20.65rn)

X4間(1I.sm)の 1聞に附がつく東西線建物である。 柱問寸

法は，桁行 ・梁行ともに 2.95m(JO尺〕等nuである。柱の掘M
(方 1. 5~ 1. 9m ， 深さ 1 m) は大きし 、。柱俊(ff，0.3m ) が主主ってし、

るものが i個あるほか，柱ll<跡(律O.4m)をのこすものが多b、。

身舎の線通りには，床束の掴形とみられる小穴口'JO.7rn，泌さ0.6m)列がありj 床躍りの建物

だったと考えられる。 5B501の問問柱列は南而東地基底北品から 9m (30尺)，西側位列は回融l

司ド

築地UilitJR縁から 56m(20尺〉それぞれへだたったところにある。なお，58501 はj 量盟関官、 *

によって次にあげる 5B502より古いことが判明した。

SB団2(PLAN 3， PL テー.3，G， 7-J， 8-1) 第10次

中区西半部の西南問 (R地区中央市半〉にある 5問(I5.0m)x 41尚

(13.5m)の，:!U西町而に聞をもっ南北線建物であって v身合の柱問寸法

は，桁行 梁行ともに 3.0m(10尺)等巾1.闘の出は 3.75m(12.5尺)

である。身舎の柱の叫静(方1m，深さ仏6m)には柱担(怪O.2m)をの

こす乙のが9個あり!閣の柱の搬形〈ブIJO.8m，深さO.5m)にjj，柱担

"' 

4 3酔



• 

〈在0.25m)をのζするのが3個あった。なお， この珪物の身舎の西北隅にある住町掘形〈深さ

0.65m)には，底から45cm上町埋土上に，加工したあとをもっ凝灰岩が置いてあった。 この凝

灰岩(長さ0.6m，似0.48m，厚さ 0.2m)は，革聞外V-efこj蜘、た旬j有を礎訂の組問めに軒目したも

のとおもわれる。

8B502は，柱穴の重直閲保から， 8B501より新L(作られたことがわかる。またこの 8B502

は， 8.'¥505の廃絶後に造営されたと考えられる。しかし， この班物の酋醐柱列がちょフど

8A505の'Iru輯上にあること，また，8A505に設けられている附探8X518が， SB502のすくit

に位置することから， 8A505と8B502との同時存在を考えることもでき否。すなわち， 8A505 

の東雨落珊が北から配れてきて，8B502にさえぎられ忍ため，その北に附車8X518l!-設けて水

. を丙におとしたとすあ僻釈であ否。 こう考え石と}描j自8A505の一部を故修して， 8B502をた

て，両者が同時に共存しえたことになる。 尭銅訓班当時は，いまあげた両様の解釈のフち，後

者をとっていたが，本線作刊では前者を時間する。

S8田8(PLAN 9， PL. 14--2) 第10次第10次東

中区西半部の中央 (0地区岡学-R地区東端}にある 11m(16.52rn) 
• x 1問 (3.54m)の東西線距物である。柱問寸法は，桁行2.3601【8 とごとコ
尺〉 聾行3.54rn (12尺〉である。柱の銅形(方U.7-I.Jm，採さ0.8rn)は大きさがそろっておら

ず，またその間隔も不揃いであるが，仮りに等間として柵りつけてみた。

瑚個性列車部2柱穴 同盟3性穴は検出できなかった。この辿物付近には，建物としてまと

める ζとができない住穴が童文多くあるが，そのいくつかを繰って8U508を買阿9ないし10問，

・南北21日!と解釈でき令いこともなb、。なお 8B508は牧穴の盟副問時からSBGOOAより古いこと

がわかる。

Ss町9(PLAN 9) mlO次

'HK四半部凶半〈民地灰東~I'-) ， 8B503のすぐ西川にある 2川 (6.5m) x 1 li'rJ 

(2.95m)の同北棟小建物である。牲の招形は不揃いりρ4-1.2In)である。

事 8s510 (PLAN 9， PL ルー2) お110次

中区西半部の北半固端(R地区のjt)，築地8A505のすく車にある 3山(a.85m)

x 2問臼 ηm)の市北線建物である。柱向寸法は桁行2.9501(10尺)等間 ・里民行

日コ

Eコ
2. 36m( 8尺〉等間である。柱の掴形〈方0.7-Jm，深さ約O.8m)町大きさはほぼそろっている。

この直物の線通りは 16mの距離をへだてて南にたつ南北棟岨物SH50Zの糠通りと一直線上仁

・ある。またこの陸物町西個性列は，次にあげる813540町西事柱列と一直線上にある。したがっ

て 88510は， 8B502. 80540のいずれとも同時に存在した可能性があ否。また Ss5叩はさらに

東方の起物8B600と北葺柱列をそろえており同時存在が考えられる。

SA511 (PLAN町 第四次

中巨西半部の西半 (6AAO区民地区北半〉にある車両2問 (fi.4m)の堺である。掘立柱の割形

・はj 比較的大きい(ノ'iO.6m)。この塀は，建物8B508.Ss5凹の1mの北7)3.511¥のところに位置

L，両組物の問 (4m)が[毎週のよフになっていると ζろを限?杭世にゐ否。日隠拐か。

SA514 (PLAN 9) 郷10次

'1'ぱ間半刊lの由寄り(R地区の巾央〕にあ-o}.l!凶 2H11 (HlflI2.1m)の緋である。つぎに同げる
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5B515と置置しているが，前桂関係は不明である。

SB515 (PLAN 9) 負!IO次

中区西半部の西谷り (R地区の中央〉にある 2mlC5.6rll)X 1IU!(3.9m)の南北叫

建物である。位Il.¥!寸法は，桁行2.8m(9.5尺).操行3.9m (13尺〉である。柱姻形

は小さい〈方Q.7m)o携8A514とm複しているが1 前佐聞係はわからなも、ロ
SB523 (PLAN 9， PL. 8--2) 第10'"

中区西主幹部の北半西端近((R地区の西北)にある 4問 (7.2m):x: 211:J (3.6m) 

の市北棟建物である。柱間寸法は，桁行聾行ともL8m(6尺〉 等間である。 ζ

国

信コ
の建物の北聖位列の柱掘形の lつはj 後述する携8A526の柱掴形のlっとmなってお り，置l!i
の状況から，それに先行したことがわかる。 58510とも盟臨してい否が，前後四I¥f，は不明。

88525 (PLAN 9) 第10次

中区西学部の北半西端 (R地区のむにあQ3nn (8.1m) x 2問 (4.5m)の市?→二二-1
北崎建物である。桁行の柱間寸法は.;0端の l問が3.3m (JI尺).残る 2間が名 ιーιふ4
2.4m(s尺〉となっている。また梁行円柱問寸法は，東側のJt¥Jtr{3. Om(Jo.尺).西側町間が1.5m

判肱

司酔

( 5尺〉である。京仰が身合，西側が附と考えられる。住の叡形は小さい(ブ'iO.2-0.4m)。東例11 • 

I何第 1• 2肢の掴}移は検出していなし、。なお，この建物の北柱列は，すぐ問にたつ 88523の北

主柱月とほぼ-iu線kにある。

8A526 (PLAN 9， I'Lら-2) 第10次

'1'区画半部の北面 (R地区の北)にある耳'酉7問の緋である。柱槌居町大きさ{方O.5m)は，

ほぼそろっている。この棋の東端は， 市聾する組物S出 25の東端近くにあり，また酋では，

SA5田の位置で祭ってb、る。なお，乙の携は，住拙形の置匝関係から見て8B523より新しも、。

8D534 (PLANIO .12， PL. 14--2) 第10次 M"ll次東

• 

中区西半郊の北寄り (6AAO区0地区北〉にある東西昨〈相D.5m前後，深さO.2m)である。西

は西面築地 (5.'¥505)の北暗車 (SX519)に通じて終っており。東は南北堺 C5A(30)の近く で梢

滅する。この前は述物58523・SB田5・58GOOの北長通の北2mほどのところを泊っており，こ・

れらの姐物に関連した排水溝と考えら札る。

SB副O付8X541(I'LAN 10. 12， PL. 12・13) 到110次第11次東

5s540は中区西半部町北端近<(L . P地区)，58501の北方36mにある東西線誼物であって，

i三三三E
SX5411ま，その内部にある付設椛造物である。 S田40は181m(52.33m)X 2附 (5岨m)の説槙

をもっており，凶醐携を除外すると，現状では，平厳官で最も長い建物であるロ住1悶寸法は，参

西端的 l間分が桁行 2.35m (8尺〉となっているほかは，桁行・梁行と もに 2.94m(1ωミ〉等間

である。柱の姻形〈方1.2m 深<!，O.8-1.4m)のうち 12倒には柱担(径O.35m内外〉がのこってL、

たo柱根の庇而には，コンパスで画いた円の晶線をとどめるものがあった。この建物の酉第8

位の鯨通りには!山由切りのためとみられ各位穴のffi形があ 00 ここ を川町 田りとして建物の

内部が東 (11問〕函(7間〉に 2分されていたと考えられる。
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b 

付設構造物SX541は，この間仕切りの西側，練通りの北半にあり，東西日間(16.28m)x南

北 l問 (J錨m)の掘立柱だちであってl 柱問寸法は， 1.48m (5尺)等間lである。柱内掘形〈陀

O.8~ I. Om ，泌さ O.6m) はl 円形ま たは脳内ブIJIDに近」 、。

Ss585 (PLAN 11 ・12，PL. 1←-1， 16---1) t6Jl次東第四次回

・ 11'区西主幹部の東半山地区西端 ー0地←ベト十イr---->-ー←ー〈

区東端〉にある131日J(38. 35m) x 2間 (5.9? --0: 

。ー+ーベ ーψーかー。~
m)の，南北棟建物である。柱l出寸法は

桁行 梁行方向ともに2.9拓5m(1附0尺〉等間である。たfだJし'車冊柱列北前'-7柱穴と酉倒性

列北第4十.5柱穴との計6個は'ζの睦物と置匝LI.たこ土噛〈臼s町K6民乙凹9釣)，にこよ る匝桜と'付近の土の地

・表からの汚れ・揖乱とによって検出が悶躍であった。検出した柱の掘)fj(ブIJ!.3m，t裂さO.4m)

は計23聞である。

SB585の南聖位列と南面築地高Jtjt縁との匝離は9m(叩尺)である。また SBる85の園間柱

列と先にあげた SB501の東宮本T列との距離は 24m (曲尺)ある。 S13585の東4柱列の北延長線

上には，さきにあげたSH540町東膏住刊があり，この両班物が西区西学部の北と車とを拘の手

・にとり四むような配置になっている。まι5B田5の西醐住刊の北延長韓上には SB540との問

にj また商延長線上にはSA188との問に， それぞれ怜穴が l桐ずつあり j この位置に貰西を

わける塀 (SA616. SA関引のよ うなものがあったと考えられる。 Ss585と配置上で相互に街睦

@ 
Fig. 16 SlJ585倒立柱底的lの心出

12) 12本ともヒノ痔の心、持材.このうち，氏而に
'"。u岨 .すなわち柱の心をきめる識線をとどめる 6
のは6本ある.A北側件炉問$5怜には十文下の

心鳴をえが(.これは述物の和線と約8ffl'ずれて
b 、<1.中心"l<に「末!の処3りがある.B 北側
牧列丙第6住にι十文'1-の心R院をえが<.建物の
紬線と37度ずれている.十文字の交山には針穴が

あり，これを小心として弔円〈半怪16.6cm)をえ
が<.針穴と俗心とは8.1 <;rn~Jれている。 C 北
側往列国第7杭には，T字状の心m必ずのこ&.雄
物の軸鋭とr;叩陸ずれている.11:耐の周縁には，
4 分円を 4 ~事分ずる政射線状の短い退線がのこ。
ている.計パと包心との距酌まIOcm.D 北側
役列西第18位に O'1 字状の心~1がある a 建物の輸
銀と約26度ずれている。円のIjl線はほぼ半周分の
こってb唱。周縁に11，4分l汁を 5分する放射線
状の短い盛線がある.ただしs等分にはなってい
ない.E 問側住列州第9肢には，十文字のむ品

がある.これは建物の制線にほぼ平行直交して
いる.針穴と制心との距艇は 13.6<:mある.町

南側往列第"伶には十文字のc" ~lJが"るa 組物の
~I ，線と的 41 f(rずれ ている.針火と必I.c'.とは 1 cm 
ずれている.ζ のように1lJ!~.杭6 本の フち， 雄物

の1員総方向とほぼ致すo心型を也つものは t例

のみであ。て他はすへて任意の方向をと勾てい

る。 451ll:ふれたιのまである.したが。て，これ
らは位位世を決定するためではありえず1 木作り

のためすなわち白然水を門柱に加工する際に，ま

ず寸文字の心退をうって心をさだめ，必要寸法の

円を!llでえがき，さらに周縁に16角 20(IJ等の割
りつけ椛をうち，これにしたが勺て乎斧ではつっ

て円れに仕上げたものであろう.なお， 法院 ~'j'東
院?L誌の地下心的で検出された仰，'l柱のua越は
料を据えるためのものと解釈されている〈法峰寺

田宝保イμ~車部 f同支建造物来院礼堂及σ東院鮪

係修理工事報告省J1回7午，奈良国立何物館 『法
院右京院に於ける発財調11.級符併11948午).
平波宮如何隅 (6ALF~LjI1! 16第44次凋唆)で験

山した，州日間慢の倒立ailH毎 回瑚0でj;tl:l，制
形の底に礎鐙として制えた花胤岩上而に，十文 g
の心地をうっている.これは建物の融線方向と

致し，It位院を決定するための心患とみられo.
乙札勺については 7 村 i刻一 「平竣宵の泊符校法

1 ，思封地物J (1 大会ヴー桁刷iß[!緩~<j同
系::>J附羽146午度近畿 I!*it築学会p.1025) 
を多1射されたb、.
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な関係をもっ建物とLては， SB501' SB540と，桂述する南北線2割 (SB590.SB6曲)とがあ

る。すなわち SB501の市制柱列とSB585. SB590の商事住列! またSB600の北軍柱列とSB585

町北聖柱列はそれぞれ柱筋をそろえている。さらに，これら SB501・Ss540・SB585・SB590・

SB600Aの5棟には，隣合う建物の似柱問の距離が，柱間寸法の整監倍の長さをとるものが多

い。なお5s585は，のちにあげる南北練直物 SB2190と重なっており，む川の誼合関係から.

Ss2190より古い。

SB590 (PLAN 11， PL. 14--3) 第11次東

西半部町中央南半 (0地区間半)にああ 3間 CII.79m) x 2間 (6.50m)の

南北制i礎石盟物である。柱問寸法はj 桁行 3.93m(I3.3尺〉朝日j，梁行3.25

m (11尺)等間である。礎石は，東側柱列北ml柱穴と同第2柱穴とにのιコ
こっていた。北部 1礎石 CO.8xO.65m十北館2礎石 (0.85xO.5m)とも自然石のままで加工は

なし、。他の柱穴は綬石をとどめるのみである。 5B590の南軍柱列と南面型地t!~庇北縁との距騰

は9m (30尺)ある。なお，ιのSB59Cの南・北の聾柱列は。その西にあるSs501円前・北の側

柱列と一直純上にある。すなわち SB590の桁行全長とSB501の梁行全長は等しし、。ただし両者

の位割はζとなっており， 5B501の梁行4問分町長さを，5B590の桁行では3問に分割してい砕

石といっ述いがあるo

珪物SB590の東 3mには南北滞SD589(長さ20m)，西1.5mには南北出SD592(長さ12m)が

あり，また北 5m には 1 東西'{I!~ 5D599 がある。これら 3 つのd、時(幅0.3~0.5m ， 探さ 0.1~0.2

m)は， 5B590の車 西・北の3;貯をとりかこむよフに配置されてはいるが!この建物の雨帯

泊とはいいきれない。なお，南北出SD589はこの建物の貰側からさらに北に続いて終ってお本

り，さらにその北方にも，本来この時の一部をなした可能性をもっ小碑が断続している。

SB6田A.B (PLAN 9.11， PL. ¥01--2) :1;sll次東

西半部中央 (0地区北半〉にある南北線の礎石建物である。こ

の珪物は改革Lており，当初のものをSs600A，改革後のもの 4 

をSs600sとよびわけ0505B600Aは6問(20.64m) x 2問(6.5m)

の建物で，柱問寸法は，桁行3.44 m (70/6.尺〕等間，梁行3.25m(1l尺〉等!日j.桁行全長 20.64m

(69.8尺)である。礎石はのこっていないがj 世石 cí奈川~30cm) を佳 1m ほどの筒囲に配し

た跡がみられ6。

SBGOO Bは， SB600Aとほとんど同位置に建つ，ほほ同組慌の

礎石建物である。柱問散 現行全長 提行の柱削寸法はSB600A

と変らないが，桁行全長を 19.5m(68.4尺)に担制Lており，こ

れにともなって，桁行円柱問寸法は， 3.25m (11尺)となってい

る。 SBGOOBは柱穴の亜世間係からSs50Bより新しいことがわか

一一
4 

r:--::;.-ーー コ」一--;::-一一ーロー..... ~l 

っている。なお， Ss600A' Bの北韮柱列は!西方にある 5B510の主要柱列とほぼ同一線上にあ

4酔

• 

り，両匝物の京側柱列悶!の距離は30mcl曲尺〉となってし、る。両者の同時存在が考えられる。.

ただし， SB600Bはj 貰・西両市にj献をもっ. s問><4!1¥1の建物だった可能性が大きL、。東

側柱北第 2柱・北第 4柱の東3.25tn付近には!担右の名残りのようなts石があり，両側柱列出

2柱西 3.25m付近にも集石がある。 58600Bが!駅付建物であった拐合には，同 7.5mにある
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Sß590 と東側柱列をそろえる ζ と になる。なおj 班側柱北~! 5杵の:w.:3 nHこは疑阿柑2イ，¥1治、

南北に並んだ状況でみいだされているoその北 1mにある小満は，さきにSB590についての記

通でふれたSD599の北折部分の延長にもあたっている。上記の凝灰岩や，桝 SD59ゅは，本来，

58600Bとかかわったものかも知れなし、。

.. SA612 (PLAN 9， PL. 1←ー2) 第11次*

中E四半部のほ日中失(6A AO区O地主兆半〉にある東西~ If¥K4.1m)の塀て・ある。 Ss508の目

隠統治、とおもわれるロなお， SA612の山南西3mをへだてたところにも， 目隠訴とみられo

SA511があるこtは，先に指摘したとおりでああ。

SA631 (PLAN 12， PL. 1与-1) 第11次*

回半部の買北端 ( L地区京〕にある東凶 5 山 ( 12.~rn ) の塀であっ L ， SB540町東北陥柱から京'依

にのびて，場SA630にとりついており， SA631 . SA63Cが同時に存在したこ とがわかる。住川

寸法は，西端の 1聞が 2.7m(9尺)，他の4川が:Z.4m(8尺〉のと事i世lである。柱掴形は'1、さb、。

SB2181 (PLAN 4) W20次西

凶学部の京学南 (M地区の商品品 にある 511]J(J 1日 rn)X 3↑:n (6. 3m)円府

傘北線建物である。梁行の位同寸法が2.1m(7尺〉等|出であるのに対して，

桁行は等聞ではなく南 3M昨乃柱問寸法はそれぞれ2.45m，北2聞ではそれ

ぞれ 2.1mとなってい否。柱の掘形(:;IjO.5m)は比鮫的小さb、。

Ss2190 (PLAN 11， PL. 1ふー1.2) 第四次酋

固ま幹部の京半 (M地主酬のにある 2間 (5.9m)x11出(2.95m)の句北線建物で 0--<戸。
い u

・ある。柱閉す法は，付I行 ・5義行ともに2.95rn(10.尺〉等間である。柱の掘形 (hO.8m，←ベトー。

ロコ
泌さO.2m)は小さb、。酉の睦物SB5田と重生っており，柱の量置関係からみてそれより新しb、。

Ss2225 (PL弘N12， PL 品-3) 第初次副

凶半却の中止束拙(MI也区中央〕にある3山 (5.7rn)x 2IiiJ (4.21)))丹市 化制l建物

である。性問寸法は桁行L9m (20j3};!)等山理行 2.101(7尺)噂附である。柱の

・拙形{方O.5-0.8m，泌さO.8m)は小さい。

SA2264 (PLAN 11， PL. 1らー2) 第2U次凶

中区西半部の東寄り (6AAOliM地区西〉にある\.~'北腕であって， )にきな柱掴11防〈方 1m)が北

国

に3価(2同分で5.9m)と耐延長線上iこl仙のal"4悩が品存移るのみである。この北部3柱穴

の併には，5K609ほかの土脇があり， それによって壊されたためか，杭穴は述崩しなb、。し

*かし，南極長銀上を迫?と，南北倒8B2190凶側柱列と 1直根上にあり，その北詰 l柱穴と SA

2264北部3柱穴との距離(17.7m)は， 2.95m (10尺)明日lの61H15)，すなわち 8A2264の6佐穴

分に相当する。そして Ss2190団側住タ]北部1控の北2.95mにある i柱穴は，且棋(:Jjlm)

からみても， 北町 3桂内と一連のものとみてさしっかえなも、。したがって，m 8A2264は，本
来，控物5s2190の凶側往州北揖i桂町北延J!i;U:に23.6m(8附j分〉辿統したものと考えるo

* SA22曲 CPLAN11， PL. 16-2) 第四次凶

中区西半却の東北部品AAO区M地区北半〉にある 2問 (4.6m)の南北線である。位制Eは大

きくない(方O.7m)0この携の北端の担穴は， i1..If)J6.5mにある市北腕組物SB585の北妥結刊の

棋に一致するから，この雄物に付属する自阻堺かと考えられる。
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D 中区東半部の遺構 (PLAN 5-6， 13-17， I'L. 2-ι 17-26) 

中区班半部は，南をI何面聾地SA.朗，西を易保$A630で闘し.mをf'fUt築地SA8担によって
限る範闘であって， 6AAO区B-C・D-F・G-H -1・K.L' r-..[. u地区に相当する。

倹出した主製遺構は建物23 塀6 井戸1・溝12・土繍19である。

Fig.17 中区東学部の主な遺構

80481=890 (I'LAN 5， 13， 15， 16，20， PL. 18ーし2かー1，21-3，22， 35) 館日次函館四次:!t! ・
中区班半期町東北隅近く(6AAO区DJ也区東池〉から，田市方向に75mほど配れ，ここ (H地区

両前哨〉でmに1!1Jって23m流れたのち刷而部地 (SA4田〉のI旬刑務畔のすくii'i(I地区中央〉でさら
に闘に祈れて別査地拙外にまで(135m)統〈純である。斜行部分 間流部分を$1)890(制1.5m， 

泌さ0.4m)，凶流部分を 50487とよびかえている。

50890は，主らにう長~J査地域に東北方にのびているがj 部82-7 次調査によって，既検山部分事

より，さらに10m東北の部分まであれ、てい吾ことが判別し(l'LAN20)，斜行部分の全長は 85m

以上にたっして市斑部分につづいている。この昨は，井戸$E2128を凹む方陪の描 (SD2126)

をこわしており，また途中でこれと宜主す否問$0990・$0922のいずれよりも新しい。 $0487

は_1河而型地 (SA4関〉の南聞にそって流れ，築地にともなう市南西停滞 (SD91O)のすぐ雨に，

新し〈作ったιのであって，築地の西端の部分を ζえてa さらに西証して，未調査の部分にlk • 

んでいる〈倹山部分の全長』羽田〉。おそらく南北濡50572(PLAN 7)にそそくのであろヲ。な

ぉ，ζの$0-187・凹Oが$0536(PLAN 7.8)と共通性をもつことは桂にふれる5とおりである.

SA曲。 (PLAN4. 12， PL. 16) 箆~ Il次東節目次四

rj'lKを貫主幹部・西学部に分ける南北携である。 24問舟を 64mにわたって検出した。 この堺

は!北は削査地域北端にたっしており，北面築地にとりつくものとみられ，前はI何回築地(SA * 

4闇〉に梼脱している，ただしこの堺は一線をなさず，北部分と陶郁分とがくいちがっており，

柱ifMr~の担僚もやや品なっ ている。北部分は 9 間分(お 65m) あ り， 柱問、l訟は2.85m，柱!Iil

方は，市部分のものよりコミきい(方1.2m)" 劇部分のはじまりはj 北部分m~良線の西0. 5 >>1に
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旬

位置し， 14問分(41.1m)めり 1fT血築地5A4曲にたっ している。そして，出部分北端の柱穴は，

北部分出端の柱穴のすぐ西にある。南部分の柱縮形はやや小さL、(O.8m)。出部分の位穴の一

部は，土埴SK609などによってこわされているが，住位世をt宅地りつけていくと，市部骨には，

柱問寸法が2.85mのとζろ以外に，それよりi品、3.15mの個所があ忍 ζとがわかる。すなわち，

傘 南部分の」凶1~2--5 柱 lI i lの<\ WJ5f-;u、'ζのIAし"J止をとっている。この位低は携のほぼ巾止に

あたることからt 出入口などのr刊が想定できる。桜5A630北部分の北部3桂には車西初(SA
回りがとりついており，国方の建物SB540の東園間柱にたっしている。

言与

なお，桝 5A630丹東20mには，と札と平行方る市北堺 (SA950)がある。

Ss633 (PLAN 12， PL. 13-1 ) 第 13次j~

中IKJI!半t刊の北西隅近<(6AAO区L地区東〉にある 2凶(5.3m)μょx1出](2.4，1I

の車西懐総物である。東側は未尭掘の地域に続いており，桁行企長は砂lらかでな

い。住掘形は舟O.8mほどである。

88845 (PLAN 17， PL. 26-1， 27-1) Wl3次東

中区東半部の東端近<(C地区d)にある5UU CIO.5m) x 2 IgJ (5.1m)の

ヒヱ

・南北側{鎗物である。柱閥、HJ;I;l，桁行2.1 m( 7 尺)~r.u ・梁行2. 55m (也5尺〉 日3
である。住町掘形(径O.5m.r:t主 O.3m) は小さ b、。西個出列~tæ 2柱の掘形には， 柱担の残片

があった。なお，醐通りの中央には，柱穴が2倒あり，これをm仕切りと考えると S問の中
央に周過があり，その南北に2問づつの部量がある建物とみる ζとができる。

SK870 (PLAN 16. 17， PL 時一.2'3-4) 鈎13次京

• rl'区東2全部の東端近<(D地区巾央〉 にあo，不整形の土成〈東阿9m.Jti北10m，深さ1.3m)

である。 5B875町東と南とをとりかιむような酪を，っている。遺物がみら札るのは土繍間

半の西から南町縁にかけてである。庇が由いためj 保存状況は不良であるが木簡 土昔話 瓦

木片のほか詰冠の断片 かと且られる嗣状詩型MIが出土Lて注Hをひいた。また， ，出のなかに

は， r内型盛所」の辿臨師をもっ須恵罰法の盤 (PL曲一日〉がある。
• Ss875 (PLAN 16， PL. 2&-2) tl1 13次東

中区東半部の'1'央班端 (D旭区jt'i')にある 311lJ白血rn)x 211lJ (3.9m)の南北

線建物である。柱間寸法は桁行・梁行ともに1.95m(6.5尺)等IUJであ否。柱穴

〈係O.3m-O.6rn，深さO.15m)は小さいが世いので，鎚石ill物と考えている。

SX920付8D922(PLAN 5・13，PL. 20-→1) 第13次回

田

事 '1'区東主幹部 (6AAO区I地区〉にある石肱でああ。南岡築地 (5A488)のすく北側にそって車

出に続いている(長<':18m，帽2.5-3m)oこの石監の北に聾して東凶昨SD922(長さ23m，悩0.5

m，深さO.lm)があり，才i1Mは築地内側の遣時間j 昨はその側fl'IJと考えられるの右政の間部分

はm~t:神5D890によ って磁演されており， 以闘には石散が残っていなL 、。

88930 (I'LAN 15) 節目次凶

- 中区東半部門中央前半(G地区西端 H地区東l村阻 1地区北京隅)にある 5

問(12.65rn)x 2問(5.06m)の，東西棟建物である。柱間寸法は，桁行 ・

繁行ともに 2.53m(8..'i尺〉 会事似jである。柱の捌市〔径O.7m，深さO.3m)
仁口

は小さL、。柱1..:.のー剖は畦畔下にあり，また後l止の撹乱によって臨泌された位穴もゐる。
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8B935 (PLAN 5， PL. 20ー1) W，13次西

中区東半部 (6AAO![1地匹)にある小挫物 C1JI.Bm)である。掘形も小さく (O.3m)，仮設

建物かとおもわれる。なお，この建物の付近には柱翻躍がし、〈っか点在するがp 建物としてま

とまるものはなむ、。

8A950 (PLAN 13， PL. 18) W13次西

中広東半部酉寄り(6AAO区K地区)にある附北携である。 111日i分あり全長26.1m。荷はfN

由築地 (SA488)に接続している。柱問寸法は2.37m(13尺〉等間であるが，市から12山i目・14

問問は1.475m (5尺)， 13山i目は4.13m (14尺〕となっており ，13間日に門が凋かれていたらし

い。柱の掴陀は小さむ、(方O.13m)。 この塀と先にあげた南北塀8A630南部分とを比較すあと，

司炉

特別寸法は然なってb、るが1 塀の北聞の位置はほぼ一致し，柱穴の煩形の形状も似ていること事

から， r~1者が一対をなした可能性もある。なお，堺 8A950と建物 8B970 ・ 8BI000 田 SBI015と

は主主するが，柱穴のm置関係はなb、。
SB曲。 CPLAN13， PL 同-2，昨ー1.3) 第13次西

中区東半開の西半 CK地区東学，IJ也区麹北)に

ある11間 (32.45m)x 2問 C5.9m)円1雨北棟盟

物である。柱附]寸法は，桁行・梁行ともには2.95

4 

m等(10尺)ll¥Jであるロ柱の瓢tf*(方1.5m，深さ0.8m)は大きb、。こ円建物の南事柱列は，中区西

半部にある 813501の南叫柱列，SB585' SB590河建物のI訂藍住刊と同一直純上にある。なお，

• 

乙の建物SB9印と重なってみいだされた 3棟円建物 CSs970'SBI侠lO.SBlO80)があり， SB960は

柱穴の重握状担から，SBlOOO.SsI08Cより新しく SB970より古〈41gされたことがわかる。 噂

SA965くPLAN5) 第13;;":'凶

中区東学部の西出 (K地区南半)にある南北21111(6m)の携である。掘形〈方O.8m)には柱

出跡〈経O.2~0 . 3m)がのこる。この郷町南端の柱位世は，控物 SB960円酉4.4mにあり，その

前哨からわずかに市にずれるがj ζれに刊属する目隠WIかと考えられる。

88970 (PLAN 5.13， PL. 18) ~~13次凶

中区東半部の南西 CK地区南半)にある 5附 (12.0m)x 211J](4.8m)の，

東濁棟建物である。桂問寸法は，桁'fJ・梁行ともに2.45m(a尺)等1mである。

柱の掘市〈方1m，深さO.3m)のほほ半数には柱臨跡(径0.3m)があった。

8B977 (PLAN 13， PL. 18) W13次百

じ口
* 

中区東半部の四市(K地区市場〕にある íH~t3問C7.2m)x東西2附 (4.8m)tJ上

の主R物である。遺構の西側は未調査地域に続いているため，全体の縦割は切jらか
日本

ではなし、。柱問寸法は2 . 4m~イ日lである。掘立駐の掘形は不揃い口IjO. 5~O . 8m)である。

SB980 (PLAN 13， PL. 18-2) 第1聞酒

中区東学部の西学 (K地区南端〉にある 3間(7.2m)x 21日JC4.8m)の京商棟建 <r<>ベト守

物であるo 附寸法はp 問問とも，2山川町刊であるotlO)ffilバムト
〈方0.5rn.深さO.2m)のコち，北叫柱列車措2柱の掘形は後世の土墳によって磁波されていた。

この盟物は， SB9iOとほ日吉全に重なって検出したが，遺構の上で前後関係を決定することは

困難であった。
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SBl側XI(PLAN 13， PL. 18， 19) 節目次丙

東半部の酋半(K地区中央〉にある推定8間(6問分17苅 m)

x 5 nJJ(13鈎 m)の東西舵建物てーあって，而に胤がつくと

推定される(酉刷未確認〉。桁行の柱問J法は2.96m (10尺〉

・等聞であるが，集行町柱問寸法は，身舎では2.66m (9尺)，

刷では 2.96rn(10.尺〉となっていあo柱の訓形〔方I.Sm，

深さ0.8m)のうち，束事桂列北部3柱の掘形には柱根〈臣0.35m)が残っていた。 よ円建物の桁

行の柱問書立を8聞と推定した理由はつぎのとおりである。この建物の西端は，ちよフど道路の

下になってい"がj 道路の西(M地区〉にはあらわれていないので，10尺等闘である限りは，柱

剛問教が9間以上になることは考えられな旬、 7同，あるいは 8附!のも、ずれかである。そして，

東 ・南 ・北の3面に閣をもっている ζとから，画にも刷をそなえた建物とすれば，桁行の柱l尚

散を 8聞とす奇のが妥当である。 このよヲに考えると.5131000は，身舎の奥行が3間あり 4

面廟をそなえるなど，円高正胞に匹敵す る大きな規模をも ってい否。さらにこの建物は円高外

郭車面軍地 ・曲面草地のほぼ中央に位置しており，内裏北外部の建物のなかで特に草葺な世酬

・をそなえたと考える。 なお5810凹は柱の匝復関係からみて 5s960.581015より古u、。

SBI0l5 (PLAN 13， PL. 1"， 1弘一2.3) 郷13次西

東半部の西半 (K地区中火-M地区東端)にあ{i8山(21.0

m) X 3問 (9.0m)の車回線睦物であり p 聞に胤がつ〈。

柱間寸法は1 続行 ・梁行ともに3.0m(10尺〉等間である0

.柱掘ID (:;1)0 .810 ， 泌さ 0.610) のフち南側桂列耳~W 3柱の劃1

A 

ifjには位担【径0.3m)がのこっていたo各車白峰列の西前2柱穴li，道路下にあるため確認し

てb、なb、。建物北半は 581000とかさなっており，柱の置匝関係からみて581000より新しも、。

SA1045 (I'LAN 14， PL. 19) 如 3次幽

'1'区東学fmのjti'(FJ血凶中央〉にある緋である。東山5問 (2.45m等nのある.柱穴は小さ

• < (0.2-0.3m)，固でやや北に脹れている。
5BI055 (PLAN H， PL. 18-1， 2仏-2.3) 節目次四

東半部の'1:1火jt半 (F地I丘町句〉にある7聞 ([8.69m)x 3111) 0.43 

一‘
m)町南北線控駒であって，方向をやや具にしており，北で西に約

l度弱かたよっている。この組物の西側には，北から6削lに胤がつ

.い亡し、OCI4'舎の柱問寸法は!桁行 2.G7m C 9尺〉 梁行乙 23m(7.5尺)，刷の出 2.97m(JO尺〉

である。身舎の位の掘形(ff，O.7m，t訴さU.4m)より胤の柱の拍ilID(後O.5m，傑O.7m)は小さb、ロ

東側柱列北都2柱の出形には柱似 (fi.O.2m)が毘存していた。この建物の西両柱列と，後遣す

SBlO団丹東藍柱列とは垂直しており，その状配からみて， SB1085よりもお析しむ、。

刻隣

Ssl080 (PLAN 13， PL. 1B， 19-1.3) 銚13次凶

東半部の西半 (F地区酋端 KJf!区東地)にある 5間，J(15.Qm) x 2同「ーかー←ベト吋トー?

(5.4m)の南北糠建物である。柱問寸断i，桁行 3.010(1帆〉 ・梁行 L _-_ _ j 
2.7m (9尺)である。柱の担形 (1m，径泌さO.3m)は小さb、。 位穴の1Ii!ll状況からみて，Ss 

960・SBl085より古いことがわかる。
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SsI085 (PLAN 14， PL. 1s..ーし2ら-3) 節目次回

東半部の西学(F地区西-K地区東北繍〉にあり ，SI.HO田 に且匝する 5山IJ(lO. 0--0-均一+-<K>

5m)X 4附 (6.0m)の京回楠辿物である。南北岡町こ閣がつ<.柱問寸法は， ?::r:9 
桁行2.1m( 7尺〉・自民行 L5m臼尺〉である.柱の掴醇〈径0.8m，深さ0.5m)の rγ~ 

3個には，柱棋が残存していた。柱穴のE樫状出から S61055に先行しSB1080より新しb、・ 8 

Ss1135 (PLAN 14， PL. 17-3， 21-2， 2ト 3) t(l"l3次西 1羽田次東

東半部の東半北 (F地区中央北半〉にある711JJ(19.67m) X 3)11] 

(8.43m)の東西練直物であって，東 西 ・閣の3面に闘がついて

いる。ただし闘はどれも身舎の幅だけついているので，平田は東

南偶と西南隅とを虫いた野になっ てb、る。佐山j寸法は，経r行梁行酬の出ともに，2.81Jll事

(9.5尺〉 等間である5。腐の柱捌方は身舎の柱槻形〈プ'jO.9m，滞在O.5m)よりやや小さL、。

Ss1140 (PLAN 14， PL. 21-2) 第13次西

東半部の中央北端 印 地区'1'央北半)にあるJ1!酉2間 (4.8m)x南北l附IJ(3.0m) 

の建物であ否。京酉の柱!日!寸法は，2.4Jll (8尺〕串間で，柱の掘ID(;.IjO.6凶!深さ

0.3m)は小tきも、。柱穴の置回状況からみて，561135よりは折しも、

S81165 (PLAN 14 町~ . 19ーり 第13次国

東半部の中央北端 (F地区凶Jt隅)にある21l¥Jt.l上 (2間で4.0問)X 1 WJ (2.<lm) 

の束凶線建物である。この辿物の西端l玄米調査地棋にある。

Ss1182 (PLAN 14) 第13次凶

国

工ロ

• 

中区東学部町中央Jt端 (6AAO区F地区北〉にある東西 21m(5.0m)分の位繍形であるロ北の牟

米調査地域に続いていあ可世性があるために，'61か建物の一部か，いまのと己ろ砂lらかでなも、。

SD:却84(PLAN 6， PL. 2-1) 第四次東

中区東半部東刷 (6AAQ 互 G地区南〉にある時 (~lO .7m，総さO.3m)であ否。土崩SK20951fj端

から西市に流れ(10m)，街に向きをかえて(6.5tn)，聾地副醐SC060の北雨洛11与をしても、る.た

だし502084の方がそれよりも1析しも、

SD2093 (PLAN 6，)銘20lX以

中区*半部(6AAO区G地区耐〉町m端近くにある稀である。時SD2110の南端からはじまっ

て東南方向に斜行しており(10m)，刷而築地SA48Sにたつすると j その北田いに車に流れて
m 

いる。 1957年に奈良県扱宵蚕且会が型施した調査結集によると， この怖は斑流(37m)した後，

調島

矩〈南に折れ (3m)，ふたたび班に曲っている。注目すべきことは，時の短い市北部分が， HJ .. 

間築地の位世に担当することであって，築地の下を通る暗援であった可能性会、大きL、。 5E2128

からの排水が i昨S02110を眠てこの S02093によって点方に障されるわけである。なお，こ

の暗軍部分は，つぎにとりあげる車囲内S0209唱と凶りあっており，時1阜の方がiJfL， tt 、。

暗提の班に帯して出北方向に車両築地があったことを予想し，陪裂がちょうど入隅の剖分に

位置したものと考える ζとはl さきにあげたとおりである。 場

SD2O!:泌(PLAN5.6) 節目次東

中区東半部の南端 (6AAO区G地区南〉にある東西冊(鯛O.7m，深さO田m)である。市市築

13) 浅野治伊述宗務「平波宮跡H奈良県文化財調査報告J(脱級文化財制第2j駐)19.咽， p. 38 
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地SA488と，ちょうど重なった位艇にあるが， 鎖地に先行している。 1957~.. 袋良県教育聾且

却さ実継した調査によって，この滞丹東延長部骨川認されてtJ1今I!.!Iの検出部骨をあわせ
て長さ16m以上説いていることが知られる。

SK祖国 (PLAN5.6， PL. 2ト 1) 第20削『

・ 東半部南端近((G地区j31J也':.0にある 浅 く大きなく阻み〔東山 16m，i'削ヒ 14m， 深さiii仙而

からO.2-0.3m)であ否。 ζの中に，さらに8個の土損 (SK2102......SK2109)が掘られている。

SK2101 (PLAN 5， PL. 25-1.2) 第四次取

東半部の南端近((G地主H34地点〉にある平副ほほ方都〈点酉3.5凶，尚北3.1m)の土舗であ

って，深さは，遺構面から35cmである。 土蹟内の鹿土は7刷にわかれるが，大き〈上 下 2

・聞に大別できる。すなわちj 木簡 木型品 ・瓦土総をふ〈む附術色土聞の上に!遺物をふ〈

ま<<い本民層と灰色砂質土問がおおっており(下凶)，なお，穴が埋めきらずに門みとしての

ζっていたため， ζこに土泌をすて， 土(黒色砂珂土 陥1足掛色土〕でおおったらしい〈上凪;。

ただし，上 ・下関のそれぞれにふくむ土容の聞には時期的な藍遣はあらわれておらず，時間径

があまりなかったことがわかる。 なお，付近の盤地土は世間からなりたっている。 乙の土蛸

・は，整地土の最上聞から掘られており，居位的にみて北3mにある土棚SK2102より新しいこと

が明らかであ-5(Fig.IB)o木怖の紀均一には，天平18年から天平酔宝2年におよぶ。

附

"山一
一

F円

h 

包 制

‘・
Fig.18 土~S K2JOIとSK2102のmb:t:l刻低

SK2102 (PLAN 5，15， PL. 2シ-1.3) til20iX京

東半却の南端近〈【G地区J34Jt!，l.Dにあり，大きな土輔 SK2iOO町中に制られた土描〈東西

3.8m， 1'If.[口 4m，視さO.3m)であiS，土捕の底をおおう粘土聞 (JOcm)には遺物はわずかしか

・みられなかった。その上に，大此の給反 ・木材月から成る術協置と，粘 t塊をまじえた層 (20

om)が推閉していた。木簡をふ〈んでいたのは，この右横目刷である。 ζの土蹴は合際赤禍色

土居の上聞にn=1をもつこ とによって村に近接する土峨SK2101より白いことがわかる。木簡

には，神屯5 • 6年の紀年をもつものがある。また，木簡の内容には造営関係の把餓があり，

この地域の造営にかかわる ゴミ処程のと輔とみられることからよ記の年代をあまり〈 だらずに

.埋没したものと考える。

SK2107 (PLAN 15， PL. 2シー1) 第2c次東

東半部の南端近( ( G地区K32J也.~，) SK21田内に掘られた土繍〈東西3m，繭北2.1m，深さ追

13 



術面からO.3m)である。土域内の世下圃には， 槍i主を主とする務L、右段質問 (5cm)があり，木

簡をふ〈んでいた。この上に誼仕る砂混り粘土聞には遺物はすくなかった。この粘土の上田中

央に鶴された凹みには，また格皮がつまっていた。この土棚も8K2102と同級ゴミ処理JIJでj

一時に埋めたてられたものであるコ。なお，この土墳の西南80.には，同じ 8K21叩内に掴ら

れた8K2102があ否が，これとの相対年代はわからなし、。

SD2110 (t>LAN 6.15， PL. 22) ti{2Q次東

中区:w:半部 (6AAO区G地区〉にある市北内(制1.5m，WさO.2m)である。井戸 SE2128の東

南2mのところから拍まり， やや西に揺れて市流した桂，前回築地 (SA4曲〉の北5mの位置

で酉に!日!って，土蛸5K2100付近で消滅する。西折する向のところから 8D2093が始まって東

南に龍れ各ことは先述したとおりである。

SK2113 (PLAN 15) 第20次東

東学部の東半 (G地区P30J也点〕 にある土輔(東西3m，制ヒ2m，深さ 1m)である。井戸SE2128

をめくあ周溝502126町西南開の南8mにある。土繍内の組土は2閉にわかれ，下には，医術

色土 (1'1さ 28cm)， 上には県総色土〈尽さ JOcm ) が JH~軒 Lていた。土器I .瓦の包古状況は，この

上 ー下回でとくにかわることがなかった。 このほかカラス小王が出土した。

SD2126 (PLAN 16， PL. 22， 2今←1) 良120次東

東半部の東北(G地区北〕にあり，つぎにあげる井戸 SE2128の周囲を方形〈京国13m，陶北12.5

m)にめぐる溝〈幅1.2m，深さO.2m)であ否。この溝が8E2128と直畢凶係をもっとすれば，

事

• 

• 

礎石の上にたつ， 3削x3間程庄の，)1戸置屋が組定され，その南部時となる可能性がじゅうぶ

ん考えられる。柱倒Jl!も礎石を据つけ血跡も泊存しないが，捕の中から瓦が多i誌に出土した。 ・
SE2128 (PLAN 16， PL. 24， fjg. 19) 錦20次東

東半部の東北(G地恒北〉にある方形の井戸である。同聞に方形町鴻802126をめぐらしても、

否。井戸の抑形はほぼ方形〈市北I.sm，京丙J.65m，深さO.4m)を旦Lており，その東北隅がp

.J4 
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周構町中心に位置してい答。弁戸内枠板は，井祖6こ担んだ腫下段が4面にのζっていた。枠駈

(長さ122.4-12S.4Cm，何50.2-S9.4cm，Iがき5.6-7.(icm)はヒノキ材をもちいており，市北河

辺の枠叡にはl 両端の中失に拠出を作り l またl 京商河辺の枠恒の両l叫には これらにおうじ

た5にきとりを作って組み合せている。なお待作匝にはrp'.0-肘・Tの番付がある。

• Ss2131 (PLA N 16， PL. 23-2) 第四次東

東半部の東北 (D地区西北端 F地区東岬Ji.G地下京jt問)にあQ5 U¥J r--o-ぺト<[<4

(13山 )><2n1J(5鎚 m)の東西棟建物である.創出寸法li.桁行・梁行と ↑ i↑ ↑ 

もに2.69m(9尺〉等聞である。西第4柱の線通りには，間仕切のためとみられる柱の掴醇が

あり!柱の掘形〈フjO.8m，J'，?:さ0.4m)のうち西華柱列の北朝L ~1 2 柱穴には!柱jjIが叫跡的に

専のこっていた。 北側住列賀郡2柱穴，束事柱列の南第 i 前2柱穴は接世の粧品長によって失わ

れていた。なお，この亜物は，市直古墳前方部同誌を埋めた聖地土上に位Rし，他円建物 (SB

875 . 5B214O).訓戸 (SE212町，消印D2126).土繍 (SKR70)より一同下の而から検出しており ，

これらより過世時期が古いことがヰIJll'lしている。なお，作仲田にはITI・ι・丙'Tの添付がある.

8B2140 (PLAN 16， Pl.. 23-2) 第四次点

- 東半部の班北(FJ色医北半)にある 3nlJ (6臼m)><2問 (".12m)の，東西棟控

物であ否。抑問寸法は，桁行2.21m0.5尺)等1出・ 票行2.36m (8尺)である。

柱の掘醇り'jO.6m，深さO.4m)にはp 住民跡(仔O.2m)をとどめるものがある。

Ss2148 (PLAN [6) 第20次東

1[11メ東半部町東北(F地区東端〉にある 3問。 7m)U 1: )( 2川 (3.8m)の南北

・側建物である。杵脳伝(方0.501)は小さも、。また削平によって一部の柱穴は裁つ

ておらず，また，北側は未調査の地域に抗〈。企休の鋭棋は明らかではなb、。

8B2170 (PLAN 14・16.PL. 17-3， 23-3， ) 第四次内第四次東

回

三コ

東半郊の.f'央北 (Fj沼市夫北半〉にある 5n¥) (l1.85rn) >< 21l.U (4“m)の φ+ベト-<>--<>--<i
東西棟建物で制。 柱問、l法此附2.36m( 8尺〉等間 ・附 2.21m{7. 5尺)1_ 1~~~ 
・である。柱の偲形(方U.6m，深きO.2m)は小さb、。東部4柱の繁行中失には，柱の掘形があ苔

ことから，ここに間仕切りがあったと考え勺れる。柱穴のm臨問時から SB1135より新しむ、o
SA2216 (PLAN 12， PLω-2) 第四次商

中区東半部西端 (6A AO区MI~東〉にある市北 5問。O.5m) の塀である。柱附寸法は 2.10m

等nn，柱掘形(方O.8m)の並びは不揃いで，桝の北側がわずかに束価しており，後述する睦物
8132245の西側住刊とほほー回線iにあ石。

... sn2245 (PLAN 12， PL. 16-2) 第妙、2c丙

中区東学部の西端北寄り (6AAu区M区北京〉にある 3間(6.3m)x 1問 (2.lm)

の，小盟棋な南北刷建物である。柱問寸世、は 2.1m ( 7尺)~n'l . ホIの制J形I~小さ ロヨ1
ぃι行O.3m)。なお，乙の雄物の西側柱列iま，間13.5mにある緋81¥2216とほぼ一直線上にある。
・ SD224.6 (PLAN 12， PL. [3-1) 第"次刃・

中医JI(半部両端 (6AAus:L区東〉をII'Uヒに走<;小柄(蜘O.5m，深さ0冊 m)である。 #181¥630

北部牙円買!1 mにあって28m来日し、ており， その市落1悼の可能性もある。しかし，塀の南部分で

は，こ のt~) と拐の柱掘形とが司直しており ， 共存しえない点で疑問がのこる。
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E 東区の遺構 (PLAN18， PL. 27-32) 

円甚北外郭の東区は，向車外郊の車を画する南北草地 SA7.国によって買を限りa西は SA

回8道路をへだてて中区に綾しているロ調査を型施したのはこのうち 6AAs区 U地区町小

範囲であって，東区の全体の状置を把担するにはL、たっていなb、。倹出した主な遺構は，建物

13・井戸 i・土鳩3であって，このほか，暗が位けた土峨2カ所の存在が怯目をひいた。

お 円 ….~ . .~

推定1E rllì;{~地!ll i 叩"'~

!linEE2『
: : I ls持お Slli8Q 

A83_8向性三三::t'F""1 S;¥705 
11竺iTsm叶肘ず
れ川O ニ「一~ 11 tt叫 115
:SIi師1 血 AB-US古古
;.， l l~一雨叫恥 「

Fig町 東区の主な逃隅

80708 (PLAN 18， PL. ~←町 第四次東

東区の調査範囲〈すなわちU地区，以下たんに東区と略す〉の嗣端にある桁

行5問(lI.9m)丹東凶線建物である。建物の商学は尭銅地織外にゐるため
γ→了寸

f義行全長は未確認である。柱問寸法は，桁行2.38m (8尺〉等間であって，繁行もこれに等し

いとみられる。柱の掘静〈方O.8m，深dO.3m)は小さb、。

80710 (PLAN 18， PL. 29-3) 第四次京

京区町南端にあ否桁行 7附ij(18.76m)のJlf西棟珪物である。や

はり間半は調査地棋外にあるため未確認である。桁行の柱1m寸法
了寸山門1

は 2.68m(9尺〕であり，梁行も乙れに等しいとみられ答。牧の抑取 りilm， f;1l主O.6m)のう

ちにはl 柱l1l:跡(仔O令m)をとどめるものがある。

8E715 (PLAN 18， PL. 2ルー3，2チー3，31ー1) 第13次京

東区の耳』甫に位置する井戸である。井戸の掘市の平而JI:jはほぼ方形り11.3m)で。 その中央

よりやや東南にかたよって井戸枠が組まれている。

80717 (I'LA N 18， PL. 2ル-3)第13次東

京区の耳!"Ii--iにある 3間 (9.0m)x 3間(7.8m)の南北棟建物であって，車而 ?ー+ベトー?

に胤lを也っている。 m礼寸法は身舎梁行が 2.4m(8尺〉であるほか，桁行 ・ γ~ -• • 刷の山ともに3.0m(1O尺〉等IBIである。柱編形〈方O.7m，探さO.3m)は身合， ふ~ト」

周とも同じ大きさである。身告の柱掘}居の一部を現して井戸SE715が掘られている。

8A726. 8A754 • 8A799 (l'LAN 18， PL. 27-3， 2チ-3) !U13次見l

司酔

• 

判酢

$ 

東区にある市北方向円柱穴刊である。 SA726は弁戸SE715の間にあって，市北3間(5.4m)， ・

8A754はSA726のすく'，tにあって南北5r.a (13.0m)， SA799はSA754のオヒにあって南北2間
(6.0m)以とあり ，3者はほぼ也紙上にならぷが，それぞれの柱穴刊の方位がやや異なってお

り!柱捌形の形状もやや《なるので 3条の別々のものと考えた。 これらの相穴刊は，~砕か支II

物のm~Q工'jt:にともなう足場丸太をたてた銅形か， その性協はゆl らかでなし、。

" 

• 



なお， SA7191ま築地点5A705の西岡仁ある市北の位穴列で，その作怖は明らかでなb、。

58130 (PLAN 18. PL. 27-2，3. 28-1，2， 29-寸〉 第J3次東

東区の車半にある 6rm(17回目〉以上x4問。J.88m)町，南

北線陸物であるロ東西両面に胤がつく。北査は調査地域外にある
4 

.ため未融訟である。柱間寸法1;1，桁行 ー霊行ともに2.96m (10尺〉

等聞である。柱の軒1%(方1m 深さO.5m)のうち，東入刊快列!日

開6柱穴の庇に醍灰岩切石(炎さO.6m.桁O.4Bm，l?do.2m)が!また，回入附桂月市部2柱穴

の底には，やはり凝灰岩切石(長さO.5m，~，\O . 4m ， f'7.さO.25m)がL、ずれも柄たえてあった。 後

者にかんしては!柱の制彩の卑土中にみいだされた伶叫跡が この ~J右上回にまでたっしてい

. "ことを問機した。乙れら棋灰岩切るは斑盤かも知れなし、。この雄物Ss730は1 柱穴の耳世間

係からみて，のちにのぺる2棟円建物のうち SB795より新し<SB765よりも古一ぃ。なお， この

盟物の班側柱列11，Ss710の東側柱列と-if[線上にあり !同一時期に泊世されたものと考える。

sn7田 (PLAN!町 第J3次東

東区r!r;と班?寄り (6AAB区U地侭〉 にある 1問x1聞の小脱線な睦物と与えら札る。杵問寸由、

• 1;1市北3.601，東西2.6111ほどである。 Ss780の耐刷丹東延民線 iに位簡をほぼそろえており，

S8780にI-tliiする起物かι知れなb、。

• 

SA7'曲 (PLANI8，PL. 32ー1) 如 3削 I

耳t灰のm'J<.rl'!よとにある L字形町柱穴珂である。東西 41::1(lO.6m)，出北3問 (8m)ある。

sn7'田 (I'LAN18， !'L. 29-2) 如 3削h

京区の中央に{まれす<5，5間 (JI.s5m)X3 問C7 . 3S m ) の班回師出物であ~

って! 北而に瑚をもっている。身古円柱問寸法はι 桁行 ・ 蛇行ともに 2. 37 m ~ 1 ~ 

(8尺〕等間，Jlilの梁行は2.61m (9尺)である。 身告の位の甜形 (-.JiO.Bm， 争喝--<ト十~一。

保さO.5m)は周の柱の剣形〈方O.5m，深さO.3m)より大きし、。買嗣陥の柱穴には柱担m:O.25m)

がのζっており，このほ治、柱痕跡 Cii'O.25m)をとどめるホl穴があった。なお直直からみ てSB

・ 765f左京に接するS8730より新しし、。

88780 (PL̂ N 16，円_.27-2， 2弘一1， 2'チー1) 第13~入*

東区町北半にある 6間 (15.9毛m)X 4問 OO.92m)の点回線建物で

ある。 4而に踊Iがつく。身舎の柱問寸法は 桁行 ・梁行とも 2.5101

(6.5尺〉等聞であって，聞は4面とも 2.95m(10尺)である。 柱の銅

志野〈方O.4-O.6m，傑dO.2-0.3m)は小さb、。

88795 (PLAN 16. PL. 27-2， 29-1) 第J3松東

ロコ
点区の~l端に，甫個柱列をのぞかせている，街百 7 問 (20 日

m)の東西棟建物である。盟物の大半は調査地域外にあり，自民 」 J-J
行の柱問盈はわからなL、。しかし，}.U~柱列市臨 2 位穴を検出しており，柱川寸法は! 桁fj .

・ 9長行ともに 2.95m{IO尺〉等聞となっているの柱の冊形 (::IiI.5m，roさ1.4m)には，柱1i.i跡

(侃O.3m)をとどめる ものがあり， また位保跡の間聞にれをかためるためか小石をつめこんで

あるものもあった。このS8795円柱、はれ!!ILI耐で検問した。帥挫した SB730. SB78Cの柱穴は

この上においた監地上而で位出したo この山l後凶係はり穴の軍出状配からも山らかである。
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SX801 (PLAN 18， I'L. 31-4.5) 

東区中央の北端で， !曹が焼けた土績を2つみいだした。調査地核北端町壁にかかって験出し

たものをSX801北，その茜術1.4mにあるものをSX80l南とよぷ。

SX801北は，長軸をJlI西にむける隅円見方形の千而形をもっ穴である〈長さ144Cm，制倒見m，

E棋さ54cm). 火引によって悶喧が底にも、たるまで即く(2cm)腕けているにもかかわらず，底I副 *

'. 

J 

てヱヨ三三三戸田面画r
Fig. 21坐が焼けたゴ M lCが北，布が問の土縦

は焼けていなb、。穴の巾には阪が綾田〈厚さ 5cm)してb、る。 SX801聞は，SB795の杭穴によっ

て西半をうしなってはいるが， SX801北と同様，平岡形は陥I邑lfl:方眼とみられる〈夜長](配m，

伺7Ocm，深さ!6cm)o . .s:軸はほぼ東両にむけ，丙側がやや北に嗣しても、る。この穴もまた周肢

が厚く (3cm)焼吋，匠日tl!ま悼けていなし、。穴の中には灰が取引していた(厚さ 5cm)。

Ss805 (PLAN 18， PL. 32-].2) 

京区の西南隅にある，桁行2間以上c2問分で5.94m) X梁行2問 (5拍 m)の南?ベトベト

一北棟建物である。南端は調査地域外にあι柱問寸法は，桁行2.97m( 10尺〉等 ιール~

問 ・提行2.6sm(9尺〉当事聞である。柱の掘形(方 1.2m，探さ O.6m)のう ち， 東北隅のものに

は柱担の残片があった。身舎の中央刊には別に小さな柱穴 〈筏O.4m，深さO.2m)が2側ならん

事

でおり，床束柱のあととみられる。村穴の抗白状況からみて，次の 5B808より新しし、 ホ

SB808 (PLAN 18， PL. 32-1.2) 

東区の西南隅にある 3問。田m)X2出1(.ηm)の東西棟建物である。位間寸法は，桁行・

罪行ともに2ι36m(6尺〉等間である。柱の銅形(方O.5m，泌さO.15m)は小さし、。

SB809 (PLAN 18， PL. 32-2) 

東区町西南隅近くにある 1間x1問の小組物である。

Ss815 (PLAN 18， PL. 32-3) 

耳!IRの北西隅にあり，身舎の柱問寸法が51UJ(14田国)x2問 (4.74m)
『

の市北線建物でああ。車聞に胤をもっ。西端i玄関査地域外にのびる可能 <".--c

性があり，西面腐の有無はわからなし、。身合の柱間寸法は 桁行2.97m(]o尺)等間然行2.37

• 

m (.尺〉閣の聞は4.45m (15尺〉である。両1茸柱列の延長線上には，廟位と身合柱との中聞の， 牟

聞柱から1.48m(5尺〉の位置に小さい柱穴〈住O.2m)がある。 ζれは間柱かとみられる。身

舎の柱の掘形(方1m，深さO.4m)のうち， :un何回のものには，柱担〈筏2{)cm)が残存していた。

府の柱の掘形〈方"O.um，怖さ O.4m) は小さ b 、。 S B815 の西側柱列は5B80~の西側柱列と一組上

にあり，両者の同時存在が考えられる。なおl この珪物はl 土棚 51¥820を理め，その上に盟

<B 

， 



t 

てられている。その土携には，桂に〈わし〈のべるように，天平19年を下限とする紀年をもっ

木簡が多量出土しており，この建物の時期がそれ以降でゐるよとがわかる。

Ss818 (PLAN 18. PL 四 ーし担 3)

東区の沼間にある!万2.65rn(g尺)の小規模な迎物であるo SB78Cの前期の西延長線上

・に柱蹄をほぼそろえており， 両睦物の醐柱穴間!の距離も柱問、J-!tとほぼ等しい (3.0m・10尺〉

ので， Ss818f.1SB780lこ付畠したものかともみられ答。

S K820 (PLAN !B， PL. 2チー1，31) 

東区の西北消cu地区S48地点〉にある土機である。天平19年 (47)を下限とする内容量盲な
多置の木簡とと ιに，保存状配のよい多量の土器瓦 ・木型品が出土したことによって，今回

*の調査では最も桂自をひく成操をもたらしたことは後諭するとおりである。土殺の平面はほI~

方形〈方3.8m)を呈しており，庇(方3.2m)までの揮さは，遺構而から1.7m (地表から2.3m)

あ各。土描の底には樹葉を主体とする附晶色土田〈厚さ5cm)が検罰していた。 この眉にはI

木簡をはじめとすo若干の追物をふくんでいた。この上には，有檀貨を多量にふくむ暗禍色土

閉〈厚さ5/krn)が推積してL、た。厳密にいえば暗補色を呈するのはこの土胞の下部であって，

e 中ほどは黒色，Jニ部は黒絹色を呈しており，また部分的に粘土・細砂の神間をはさんでいたがI

これらは l層の中に必吋る産化と認定できるものであ勺た。多盤の地物は，開制色土胆の企体

にわたって，まんべんな〈ふくまれており!こ町こともまた土層が短期間に陪成されたζとを

しめしていた。附間色ごと胆の lには， 土樹上而まで，iIf;紛色土屈が厚 <Cl15cm)つまってい

た。ζの土問には，土器瓦を少量ふくむが，堆甜状置や砂 ・障の混在状担からみて，自然に

傘椴罰したものではなく 明らかに穴を担める目的で人為的に投入されたものであ各。いま土閉

の土から土珊の思まり方についての考えをのべたが，同じ乙とはill物の保存状況からも考えら

れることである。すなわち，暗綱色土に包含されていa大多散の木製品 ・木1;の表面には，崎

l 一一九一、/:

し![ 「
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・一

-~ Jl sI3 

減 制蕗や損傷 ・尉朽のあとをとどめておらず，新鮮な状睦にある。これは，ζれらが，他の

減物木位 ー 圏介 ' 土砂とともにこの土Jj~になげすてられた却問そのものが桓かかったことをし

・めすとともに。 i監物閣がなげすてられた後，長期にわたってそのまま風雨にさらされ6ような

状配下で放置されず，むしろまもなく亦働色土で埋めもどされたことをしめすものといえよ

フ。このよフに，この土城 S1< 820内にふ〈む泊物は， 間期間のう ちにすてられ。すくに塩!め

られた状態でのこされていた良好な 括遺物といフことができるのである。
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